
 

 

 

 
 

 3 日（水）の朝、今年度初の全校朝会がありました。しかし、新型コロナウイルスの感染防止措置

として、全校児童が体育館に集合することはせず、全校放送で行いました。子供たちの顔が見えない

中、反応がつかめない中での校長の話です。子供たちも各教室で放送を聞いているので、私の顔は見

えません。アナログテレビの時代には各教室にテレビがあり、校内テレビ放送が行われていたもので

す。しかし、地デジ対応テレビへの入れ替えの時期は大型テレビの価格が高騰したため、上越市はテ

レビの代わりに、教室に電子黒板やプロジェクタ整備を始めました。そのため、上越市内では、ほと

んどの教室にテレビがない状態です。幸い飯小学校では、後援会により 50 インチ代のテレビが学年

分の台数が整備されています。今後整備を進めていけば、数年後には全教室分のテレビが整備可能と

なります。次回は、Zoom（遠隔システム）を活用し、テレビやプロジェクタで画面を映しながら、全

校テレビ朝会に挑戦してみたいと考えます。 

  

 さて、私が全校放送で話したのは、次のような内容です。 

 まず、私が放送で相田みつをさんの詩を読み上げ、それを各 

教室で先生方から黒板に書いてもらいました。右の詩です。 

 子供たちに質問しました。 

 花を支える枝 枝を支える幹 幹を支える根 根は□だなあ 

 この□には、どのような言葉が入ると思いますか。 

 各教室で先生方に確認をしてもらいました。 

「根は強いんだなあ」「根はすごいんだなあ」「根は偉いんだなあ」… 

いろいろな答えが返ってきたようです。保護者の皆さんは、何が入る 

と想像しますか。黒板に右のような樹木の絵を描いて説明してくれた 

先生方もいました。 

 この答えは「根はみえねえんだなあ」です。相田みつをさんは、 

根は見えないと書いているのです。大人は、この詩から見えない根 

の意味についていろいろ考えることができますが、子供たちには分 

かりません。そこで、聞いてみました。 

 皆さんが花だったとしたら、皆さんを近くで支えてくれている枝は誰ですか。 

 「おうちの人」「家族」「先生」…答えはいろいろです。「～だったとしたら」と、たとえて考える

ことは低学年では難しいですが、「スイミー」という国語の教材では「～のような〇〇」という表現

が出てきます。「花のような皆さん（子供たち）、それを支える枝のような〇〇」として「〇〇は誰で

すか」と問えば、子供たちには分かりやすかったかもしれません。続けて問いました。 

 皆さんやおうちの人を支えてくれている幹は誰ですか。 

飯小学校 

校長室だより 

第４号 

令和 2年 6月 18 日 

花 
枝 

幹 

根 



 「おじいちゃん・おばあちゃん」「校長先生」…いろいろ考えられるようです。ここまでは、見え

ている存在です。 

そして、最後の問です。 

 では、幹を支えている根は誰でしょうか。皆さんからは見えない人です。 

 こうなると子供たちには分かりません。見えていない人を想像するのは難しいですから。たとえが

多少分かる子供たちは「誰でしょう」を逆に擬人化ととらえ、「空気」「土」…などと答える場合もあ

ります。私が期待している答えとは異なりますが、一生懸命考える子供たちを褒めてあげたいですね。

見えない人が答えですので、これは私の方で説明しました。 

 見えないところで、皆さんを支えてくれている人はたくさんいます。学校で皆さんが安心し

て学ぶことができるように、皆さんからは見えないところで動いてくださっているのです。地

域の方々、飯小学校後援会、教育委員会、事務員さん、用務員さん、皆さんを事故から守って

くれている人たちなど…たくさんの方が皆さんを守り、支えてくださっています。皆さんから

見えない人にも「ありがとう」という感謝の気持ちをもって生活していくことが大事ですね。 

 保護者の皆さんは、飯小学校のグランドデザインをご覧になったでしょうか。教育目標が一番上に

あり、目指す子供の姿が上の方に書かれています。その子供たち「一人一人のかがやきづくり」を支

える手立てや願いが枝となり幹となるように表現されています。そして、下の方に「共に子供の成長

を支える」として、学校運営協議会、後援会、同窓会、PTA、城北中学校区子どもを育てる会など、

多くの会や関係機関が書かれています。ここに表現されている方々をはじめ多くの方々が、子供たち

一人一人が花を咲かすことができるように、根となって学校を支えてくださっています。 

ご家庭でも、私たちは多くの人々に支えられて生きていることを子供たちに話してください。そし

て、支えられる喜びに気付かせるとともに、実は支える喜びの方が人の生きがいとなる大きな喜びで

あることを伝えていきたいものです。誰かの役に立つことは、とても幸せなことなのだということを。 

 

 一昨日は、分散型の授業参観にお越しいただき、ありがとうございました。多

くの皆様が互いの距離を考えて参観してくださり、大変助かりました。 

さて、動画配信、Web アンケートなど、今年度になってから新しく取り組んで

いることがいくつかあります。児童玄関に熱帯魚の水槽も設置しました。新型

コロナウイルスの感染拡大防止対策による新しい取組を挙げれば更にたくさん

あります。そのような中、学校のホームページのデザインも早いうちにリニュ

ーアルしたいと考えます。まずは、保護者やご親族、地域の皆様だけが閲覧でき

る飯テレ Web ページを作りました。このページは限定公開であり、一般公開さ

れていませんので、閲覧するには下記のユーザー名（ID）とパスワードが必要

になります。閲覧が限定されるよう取扱いについてご協力をお願いします。 

飯小学校ホームページ：http://www.ii.jorne.ed.jp/  

  限定公開ページ：http://www.ii.jorne.ed.jp/*****/******  

    ユーザー名（ID）：●●●●●●●● 

  パスワード：●●●●●●●● 
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